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Ⅰ  調査概要 
 
 

１  調査の目的   
 

羽田国際空港の再拡張・国際化が実施され、本県は羽田空港からのアクセスの良さと多様な観

光資源を生かし、積極的に外国人観光客の誘致を図っていく必要がある。そこで、本県への来訪

実績を把握し、戦略的な国際観光施策立案の基礎資料とすることを目的する。 
 

２  調査設計   

 
（１）調査地点  羽田空港国際線ターミナルビル、神奈川県内の観光地点及び宿泊施設 

（２）調査対象  県内を訪れている外国人観光客 

（３）調査方法  主要観光地での聞き取りアンケート調査及び県内の宿泊施設への留置き調査 

（４）調査時期  春夏季調査 

   平成 24年 6月 12日～平成 24年  6月 25日（羽田空港）  

   平成 24年 7月  6日～平成 24年  7月 21日（観光地点） 

 秋季調査 

   平成 24年 10月 11日～平成 24年 10月 28日（羽田空港）  

   平成 24年 11月  8日～平成 24年 11月 22日（観光地点） 

 冬季調査 

   平成 25年 2月 17日～平成 25年  3月  2日（羽田空港）  

   平成 25年 2月  1日～平成 25年  2月 17日（観光地点） 

 
 

３  調査実施場所   
 
（１）観光地点調査   

横浜エリア、鎌倉エリア、箱根エリアの観光施設５か所および羽田空港で実施 

（２）宿泊施設調査  

横浜エリア、鎌倉エリア、箱根エリアの宿泊施設で実施  

県内４つの地区、15 箇所で実施 
 

４  回収結果   
 

 
回収数 

春夏季調査 秋季調査 冬季調査 

観光地点調査 4,181票 4,320票 4,065票 

(羽田空港：内数) (1,321票) (1,208票) (1,246票) 

宿泊施設調査 138票 144票 121票 

計 4,319票 4,464票 4,186票 

 


